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議  題 １ 令和３年３月定例会の運営について 

 

午前９時３０分 開会 

 

○委員長【相馬欣行議員】  おはようございます。ただいまから議会運営委員

会を開会いたします。 

 ここで、議長から御挨拶をお願いします。 

○議長【舘大樹議員】  皆様、おはようございます。３月定例会がいよいよス

タートということでございます。いつにも増して、量的にも質的にも大変数多く

我々対応していかなければいけないのかなと思っております。皆様におかれまし

ては、慎重審議に努めていただきますようお願いいたしまして、御挨拶に代えさ

せていただきます。よろしくお願いします。 

○委員長【相馬欣行議員】  次に、総務部長から、執行者側の議案説明をお願

いいたします。 

○総務部長【吉川武士】  おはようございます。本日は、２月１７日水曜日に

招集いたします伊勢原市議会３月定例会の市長提出議案等につきまして御説明申

し上げますので、よろしくお願いいたします。３月定例会に提出いたします議案

等は、承認議案１件、令和３年度予算議案が６件、条例議案が７件、補正予算議

案が６件、その他の議案が４件、報告案件が２件の合計２６件でございます。 

 それでは、議案等２６件のうち、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種に

対応するための承認議案１件及び補正予算議案１件につきまして御説明いたしま

す。 

 初めに、承認１議案でございます。議案書７ページを御覧ください。 

○承認第１号 令和２年度伊勢原市一般会計補正予算（第１１号） 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向け、ワクチン接種に迅速に対応する

ため、先行して接種を開始する高齢者にお送りするクーポン券の作成経費及び電

話相談センター委託経費を計上する必要が生じましたが、緊急を要するため議会

を招集する時間的余裕がないと認め、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求め

るものでございます。 

 補正予算の内容につきまして、御説明いたします。補正予算書５ページを御覧

ください。 第 １ 条歳 入歳 出 予 算の補正といたしまして、既定の予算総額に   

５７３７万５０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４６３億７１９９万  

７０００円とするものでございます。第２条債務負担行為の補正につきまして

は、後ほど御説明いたします。 

 それでは、歳出予算の補正内容から御説明いたしますので、２３ページを御覧

ください。説明欄に沿って御説明いたします。 

 ４款衛生費でございますが、感染症予防対策事業費追加５７３７万５０００円

は、新型コロナウイルス感染症予防のためのワクチン接種につきまして、先行し
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て接種を開始する高齢者にお送りするワクチン接種クーポン券の作成経費及びワ

クチン接種に係る電話相談センター業務の委託経費を追加するものでございま

す。 

 続きまして、歳入予算の補正内容について御説明いたしますので、２１ページ

を御覧ください。 

 １５款国庫支出金でございます。新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事

業費補助金計上５７３７万５０００円は、感染症予防対策事業費追加の財源でご

ざいます。 

 続きまして、第２表債務負担行為について御説明いたしますので、１３ページ

を御覧ください。新型コロナウイルスのワクチン接種業務に当たり、令和３年度

も引き続き実施する必要があることから、電話相談センター業務委託費に係る債

務負担行為を追加するものでございます。 

 続きまして、補正予算１議案について御説明いたします。補正予算書５ページ

を御覧ください。 

○議案第１号 令和２年度伊勢原市一般会計補正予算（第１２号） 

 第１条歳入歳出予算の補正といたしまして、既定の予算総額に６０８６万  

９０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４６４億３２８６万６０００円とす

るものでございます。第２条債務負担行為の補正につきましては、後ほど御説明

いたします。 

 それでは、歳出予算の補正内容から御説明いたしますので、２３ページを御覧

ください。 

 ４款衛生費でございますが、感染症予防対策事業費追加６０８６万９０００円

は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種体制の確保に向けて、ワクチン接

種会場の運営、先行して実施する高齢者以外の接種対象者のクーポン券の作成や

ワクチン接種に係る業務等、所要の経費を追加するものでございます。 

 続きまして、歳入予算の補正内容について御説明いたしますので、２１ページ

を御覧ください。 

 １５款国庫支出金でございます。新型コロナウイルスワクチン接種事業費負担

金計上６３３万５０００円及び新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費

補助金追加５４５３万４０００円は、感染症予防対策事業費追加の財源でござい

ます。 

 続きまして、第２表債務負担行為について御説明いたしますので、１３ページ

を御覧ください。新型コロナウイルスワクチン接種の体制確保に当たり、令和３

年度も引き続き実施していく必要があるため、電話相談センター設置会場及び事

務用品の借上料、ワクチン接種会場の運営業務委託費及び借上料につきまして、

債務負担行為を追加するものでございます。 

 以上が、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種に対応するための承認議案

１件及び補正予算議案１件についての説明でございます。 

 続きまして、令和３年度予算６議案につきまして御説明申し上げます。なお、
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予算の詳しい内容につきましては、２月１０日に企画部から御説明いたしました

ので、省略させていただきます。 

 それでは、一般会計・特別会計予算及び予算説明書の１１ページを御覧くださ

い。 

○議案第２号 令和３年度伊勢原市一般会計予算 

 歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出それぞれ３２８億８８００万円と定め、ま

た、債務負担行為、地方債、一時借入金及び歳出予算の流用について、それぞれ

定めるものでございます。なお、予算規模は、前年度に対しまして、マイナス

４．４％、１５億１６００万円の減となってございます。 

 次に、２３５ページを御覧ください。 

○議案第３号 令和３年度伊勢原市国民健康保険事業特別会計予算 

 歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出それぞれ９６億８２００万円と定め、ま

た、一時借入金及び歳出予算の流用につきまして、それぞれ定めるものでござい

ます。なお、予算規模は、前年度に対し、マイナス０．８％、８３００万円の減

となってございます。 

 続きまして、２７９ページを御覧ください。 

○議案第４号 令和３年度伊勢原市用地取得事業特別会計予算 

 歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出それぞれ１億７３００万円と定め、また、

地方債について定めるものでございます。なお、予算規模は、前年度に対しまし

て、１５８．２％、１億６００万円の増となってございます。 

 続きまして、２９７ページを御覧ください。 

○議案第５号 令和３年度伊勢原市介護保険事業特別会計予算 

 歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出それぞれ７６億１０００万円と定め、ま

た、一時借入金につきまして定めるものでございます。なお、予算規模は、前年

度に対しまして、６．９％、４億９４００万円の増となってございます。 

 続きまして、３３９ページを御覧ください。 

○議案第６号 令和３年度伊勢原市後期高齢者医療事業特別会計予算 

 歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出それぞれ１４億６７００万円と定めるもの

で ご ざ い ま す 。 な お 、 予 算 規 模 に つ き ま し て は 、 前 年 度 に 対 し ま し て 、   

３．４％、４８００万円の増となってございます。 

 続きまして、公共下水道事業会計予算及び予算説明書の７ページを御覧くださ

い。 

○議案第７号 令和３年度伊勢原市公共下水道事業会計予算 

 収益的収入の予定額を３３億４５００万円、支出を３２億７９００万円とし、

資本的収入の予定額を１７億６７００万円、支出を２４億６０００万円と定める

ものでございます。また、業務の予定量、債務負担行為、企業債、一時借入金、

経費の流用及び他会計からの補助金につきまして、それぞれ定めるものでござい

ま す 。 な お 、 予 算 規 模 に つ き ま し て は 、 前 年 度 に 対 し ま し て 、 マ イ ナ ス   

３．４％、１億９９００万円の減となってございます。 
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 以上が、令和３年度予算６議案についてでございます。 

 続きまして、条例７議案について御説明いたします。議案書９ページを御覧く

ださい。 

○議案第８号 伊勢原市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例に 

       ついて 

 会計年度任用職員の任用を踏まえ、服務の宣誓の方法を改めるほか、所要の改

正を行うため提案するものでございます。 

 １０ページに改正条例案、１１ページ、１２ページに新旧対照表を掲載してご

ざいます。 

 続きまして、１３ページを御覧ください。 

○議案第９号 伊勢原市特別職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ 

       いて 

 社会経済情勢を勘案し、特別職員の給料について減額措置を講ずるため提案す

るものでございます。 

 １４ページに改正条例案、１５ページに新旧対照表を掲載してございます。 

 続きまして、１７ページを御覧ください。 

○議案第１０号 伊勢原市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の 

        一部を改正する条例について 

 伊勢原市いじめ問題再調査会委員及び伊勢原市いじめ問題専門調査会委員の報

酬につきまして、いじめ防止対策推進法の規定に基づき、いじめの重大事態に係

る専門的見地での調査を行うことから、報酬額の引上げ等、所要の改正を行うた

め提案するものでございます。 

 １８ページに改正条例案、１９ページに新旧対照表を掲載してございます。 

 次に、２１ページを御覧ください。 

○議案第１１号 伊勢原市企業立地促進条例の一部を改正する条例について 

 企業誘致及び既存企業の設備投資を促進するため、本条例に基づく奨励措置を

継続したいので提案するものでございます。 

 ２２ページに改正条例案、２３ページに新旧対照表を掲載してございます。 

 続きまして、２５ページを御覧ください。 

○議案第１２号 伊勢原市介護保険条例の一部を改正する条例について 

 令和３年度から令和５年度までの介護保険料の額を設定するとともに、介護保

険法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行う必要が生じたため提案するもの

でございます。 

 ２６ページから２８ページに改正条例案、２９ページから３３ページに新旧対

照表を掲載してございます。 

 続きまして、３５ページを御覧ください。 

○議案第１３号 伊勢原市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営 

        に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例について 

 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正
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する省令等が公布されたことに伴い、所要の改正を行う必要が生じたため提案す

るものでございます。 

 ３６ページから７５ページに改正条例案、７６ページから１７８ページに新旧

対照表を掲載してございます。 

 続きまして、１７９ページを御覧ください。 

○議案第１４号 伊勢原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 地方税法施行令の一部を改正する政令の一部が令和３年１月１日に施行され、

国民健康保険税の減額に係る基礎控除基準額が引き上げられたことなどに伴い、

所要の改正を行う必要が生じたため提案するものでございます。 

 １８０ページ、１８１ページに改正条例案、１８２ページから１８５ページに

新旧対照表を掲載してございます。 

 続きまして、補正予算５議案について御説明いたします。補正予算書の５ペー

ジを御覧ください。 

○議案第１５号 令和２年度伊勢原市一般会計補正予算（第１３号） 

 第１条歳入歳出予算の補正といたしまして、既定の予算総額に４億６１２２万

４０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４６８億９４０９万円とするもので

ございます。内容につきましては、後ほど歳入と歳出に分けて御説明いたしま

す。第２条繰越明許費、第３条債務負担行為の補正及び第４条地方債の補正につ

きましても、後ほど御説明いたします。 

 それでは、まず、歳出予算の補正内容から御説明いたしますので、２７ページ

を御覧ください。 

 まず、２款総務費でございます。国県支出金等精算返納金追加８９２０万  

２０００円は、補正予算第９号でお認めいただいた、令和元年度決算に基づく児

童福祉関連の国県支出金の返還につきまして、令和３年度に精算を行うこととな

ったため、一部を減額するほか、震災復興特別交付税及び生活保護関連の国庫支

出金の精算を行うものでございます。 

 次に、３款民生費でございます。財源更正と表示されておりますのは、国民健

康保険事業特別会計繰出金につきまして、保険基盤安定負担金の確定に伴い、財

源内訳を変更するものでございます。後期高齢者医療費追加１２２２万４０００

円は、令和元年度決算に基づく精算でございます。 

 次に、４款 衛 生 費 でご ざ い ます。ごみ減量化・再資源化推進事業費追加   

２００４万３０００円は、資源物の市場価格の下落により、資源回収事業者の事

業運営に支障が生じているため、令和元年度決算に基づき、事業者に対する活動

支援補助金を追加し、交付するものでございます。 

 次に、５款農林水産業費でございます。財源更正と表示しておりますのは、相

模川西部土地改良区事業負担金につきまして、神奈川県が国の第３次補正予算を

活用して事業を実施することとしたため、不足する市債を増額して対応するもの

でございます。 

 ２９ページを御覧ください。７款土木費でございます。都市計画道路田中笠窪
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線整備事業費追加１億１７００万円は、国の第３次補正予算を活用し、令和３年

度に予定しておりました橋梁工事、道路や街路灯の整備工事を令和２年度に前倒

して実施するため、所要の経費を追加するものでございます。公園維持管理費追

加９４２０万円は、国の第３次補正予算を活用し、令和３年度に予定しておりま

した総合運動公園の再生修復整備工事を令和２年度に前倒して実施するため、所

要の経費を追加するものでございます。地域公園整備事業費追加１３００万円

は、国の第３次補正予算を活用し、令和３年度に予定しておりました、ふじやま

公園の遊具施設の更新工事を令和２年度に前倒して実施するため、所要の経費を

追加するものでございます。 

 次に、９款教育費でございます。小学校校舎等改修事業費追加１億１５５５万

５０００円は、国の第３次補正予算を活用して、大田小学校のトイレ改修工事を

行うため、所要の経費を追加するものでございます。 

 続きまして、歳入予算の補正内容について御説明いたしますので、２３ページ

を御覧ください。 

 まず、７款地方消費税交付金は、新型コロナウイルス感染症等による景気後退

の影響により大幅な減少が見込まれるため、決算見込みを精査し、１億８７３０

万８０００円を減額するものでございます。 

 次に、１５款国庫支出金でございます。保険基盤安定負担金（保険者支援分）

追加５２３万９０００円は、負担金の額が確定したことから、国民健康保険事業

特別会計繰出金の財源として追加するものでございます。社会資本整備総合交付

金（道路事業）追加５８５０万円は、都市計画道路田中笠窪線整備事業費の追加

財源でございます。防災・安全社会資本整備交付金（都市公園等事業）追加  

６００万円は、地域公園整備事業費の追加の財源でございます。社会資本整備総

合交付金（都市公園等事業）追加４６６０万円は、公園維持管理費の追加の財源

でございます。学校施設環境改善交付金計上１９１５万７０００円は、小学校校

舎等改修事業費追加の財源でございます。 

 次に、１６款県支出金でございます。保険基盤安定負担金（保険税軽減分）追

加７５４万４０００円及び保険基盤安定負担金（保険者支援分）追加２６２万円

は、負担金の額が確定したことから、国民健康保険事業特別会計繰出金の財源と

して追加するものでございます。 

 次に、２５ページを御覧ください。１９款繰入金でございます。財政調整基金

繰入金追加１億９５２７万２０００円は、今回の補正により生じる一般財源の不

足を調整するものでございます。 

 次に、２２款市債でございます。土地改良事業債追加１０万円は、相模川西部

土地改良区事業負担金の財源として追加するものでございます。都市計画街路整

備事業債追加５８５０万円は、都市計画道路田中笠窪線整備事業費の追加の財源

でございます。地域公園整備事業債追加５２６０万円は、公園維持管理費及び地

域公園整備事業費追加の財源でございます。小学校改修事業債追加９６３０万円

は、小学校校舎等改修事業費の追加の財源でございます。減収補塡債計上１億 
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１０万円は、地方消費税交付金の減額に伴い、補塡措置として計上するものでご

ざいます。 

 次に、第２表繰越明許費について御説明いたしますので、１２ページを御覧く

ださい。国の補正予算、あるいは事業進捗に伴い、年度内の完了が困難と見込ま

れる１０事業 に つ い て設 定 す るものでございます。総額は９億３３４９万   

２０００円でございます。 

 次に、第３表債務負担行為補正について御説明いたしますので、１３ページを

御覧ください。指定管理者運営委託費につきましては、令和３年４月に八幡谷戸

ふれあいガーデンに係る指定管理者の更新を予定していることから、９９９万円

を限度額として債務負担行為を設定するものでございます。施設設備維持管理等

経費、施設運営管理等経費、システム等保守管理経費及び燃料・原材料等購入費

につきましては、令和３年４月１日からの業務開始に伴う業者選定、仕様提示、

入札・決定等の契約準備事務を令和２年度中に進めるため、債務負担行為を設定

するものでございます。 

 次に、第４表地方債補正につきまして御説明いたしますので、１４ページ、 

１５ページを御覧ください。市債の補正に伴い、起債の限度額を変更するもので

ございます。その合計は、２３億５１００万円から２６億５８６０万円になりま

す。 

 続きまして、４５ページを御覧ください。 

○議案第１６号 令和２年度伊勢原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

        ２号） 

 第１条歳入歳出予算の補正といたしまして、既定の予算総額に１億１０３１万

８０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を９８億６０３３万３０００円とする

ものでございます。内容につきましては、後ほど歳入、歳出に分けて御説明いた

します。第２条債務負担行為につきましても、後ほど御説明いたします。 

 それでは、まず、歳出予算の補正内容から御説明いたしますので、５９ページ

を御覧ください。 

 ６款基金積立金でございますが、国民健康保険財政調整基金積立金追加１億 

１０３１万８０００円につきましては、令和元年度における歳計剰余金の処分と

いたしまして、実質収支額のうち、予算に未計上の全額を追加するものでござい

ます。 

 続きまして、歳入予算の補正内容について御説明いたしますので、５７ページ

を御覧ください。 

 まず、６款繰入金でございますが、保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）追加

１００５万８０００円及び同じく保険基盤安定繰入金（保険者支援分）追加  

１０４７万９０００円につきましては、それぞれ保険税軽減対象被保険者の増等

によるものでございます。その他繰入金の減２０５３万７０００円は、保険基盤

安定繰入金の追加に伴い、同額を減額し、一般会計からの繰入金の内訳を変更す

るものでございます。 
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 次に、７款繰越金でございます。繰越金追加１億１０３１万８０００円は、令

和元年度における実質収支額のうち、予算に未計上の全額を追加するものでござ

います。 

 次に、第２表債務負担行為について御説明いたしますので、５０ページを御覧

ください。令和３年４月１日からの業務開始に伴う契約準備事務を令和２年度中

に進めるため、設定するものでございます。 

 続きまして、６５ページをお開きください。 

○議案第１７号 令和２年度伊勢原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 第１条歳入歳出予算の補正といたしまして、既定の歳入歳出の総額に６５００

万円を追加し、歳入歳出の総額を７３億３２１３万８０００円とするものでござ

います。 

 それでは、まず、歳出予算の補正内容から御説明いたしますので、７７ページ

を御覧ください。 

 まず、２款保険給付費でございます。居宅介護サービス等給付費追加２１００

万円、地域密着型介護サービス等給付費追加２７１０万円、施設介護サービス等

給付費追加５５００万円、介護予防サービス給付費追加１０７０万円及び高額医

療合算介護サービス費追加３２０万円、これらにつきましては、サービス利用件

数の増等に伴い、施設介護サービスや地域密着型サービス等において不足が生じ

る見込みとなったことに伴い、追加するものでございます。 

 次に、７６ページを御覧ください。７款予備費の５２００万円の減額は、不足

が見込まれる保険給付費への充当を行うものです。 

 続きまして、歳入予算の補正内容について御説明いたしますので、７５ページ

を御覧ください。 

 １款介護保険料でございます。第１号被保険者保険料現年度分追加６５００万

円は、第１号被保険者数の増等により見込みを上回ることに伴い追加するもので

ございます。 

 次に、第２表債務負担行為について御説明いたしますので、６８ページを御覧

ください。令和３年４月１日からの業務開始に伴う契約準備事務を令和２年度中

に進めるため、設定するものでございます。 

 続きまして、８３ページをお開きください。 

○議案第１８号 令和２年度伊勢原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 

        ２号） 

 第１条歳 入 歳 出 予 算の 補 正 といたしまして、既定の予算総額に ６１５万   

２０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１４億３３８８万３０００円とする

ものでございます。 

 それでは、まず、歳出予算の補正内容から御説明いたしますので、９５ページ

を御覧ください。説明欄に沿って御説明いたします。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金でございます。保険料等納付金追加６１５

万２０００円は、令和元年度決算に基づき、後期高齢者医療保険料の増収分を追
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加するものでございます。 

 続きまして、歳入予算の補正内容について御説明いたしますので、９３ページ

を御覧ください。 

 ４款繰越金でございます。前年度繰越金追加６１５万２０００円は、令和元年

度における実質収支額のうち、予算に未計上の全額を追加するものでございま

す。 

 続きまして、９９ページを御覧ください。 

○議案第１９号 令和２年度伊勢原市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 

 まず、第２条業務の予定量といたしまして、主要な建設改良事業中、汚水管渠

整備事業費を１億３４２７万７０００円増額し、ポンプ場整備事業費を７８６０

万円、同じく増額するものでございます。第３条資本的収入及び支出といたしま

して、収入について、企業債を１億２７２０万円、国庫補助金を６４３５万円、

負担金等を４４５万４千円それぞれ増額し、合計１億９６００万４０００円増額

し、支出について、建設改良費を２億１５１９万３０００円増額するものでござ

います。また、補正に伴い資本的収入が資本的支出に対して不足する額が７億 

２７７９万円となることから、当年度分損益勘定留保資金による補塡額を増額す

るものでございます。第４条債務負担行為は、令和３年４月１日からの業務開始

に伴う契約準備事務を令和２年度中に進めるため、設定するものでございます。

第５条企業債は、資本的収入のうち、企業債の増額に伴う限度額の変更でござい

ます。 

 それでは、資本的収入及び支出について、支出から御説明いたしますので、 

１１２ページを御覧ください。 

 第１項建設改良費における汚水管渠整備事業費１億３４２７万７０００円は、

ストックマネジメント対策工事等の汚水管渠整備事業費として、ポンプ場整備事

業費７８６０万円は、下落合第１ポンプ場の設備改築工事委託費として、相模川

流域下水道建設費負担金２３１万６０００円は、県への負担金の増に伴い、それ

ぞれ増額するものでございます。 

 続きまして、収入につきまして御説明いたしますので、１１０ページを御覧く

ださい。説明欄に沿って御説明いたします。 

 第１項企業債における公共下水道事業債１億２４９０万円、相模川流域下水道

事業債２３０万円、第４項国庫補助金における防災・安全社会資本整備交付金

（管渠分）３ ２ ３ ５ 万円 、 防 災・安全社会資本整備交付金（ポンプ場分）   

３２００万円、第５項負担金等における厚木市建設費負担金４４５万４０００円

につきましては、それぞれ御説明いたしました支出の増額に伴う財源の補正でご

ざいます。 

 次に、１０２ページを御覧ください。１０９ページまでの各財務諸表は、補正

予算に伴い、予算の実施計画、予定キャッシュ・フロー計算書及び予定貸借対照

表等の修正をするものでございます。 

 以上が、補正予算議案についての説明でございます。 
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 続きまして、その他の議案４議案について御説明いたします。議案書１８７ペ

ージを御覧ください。 

○議案第２０号 伊勢原市市民農園の指定管理者の指定について 

 １月１２日に指定管理者候補者選定委員会を開催し、伊勢原市市民農園につき

まして、株式会社アグリメディアを指定管理者の候補者に選定いたしましたの

で、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により提案するものでございます。

指定管理者の内容につきましては、１８８ページに掲載しております。 

 続きまして、１８９ページを御覧ください。 

○議案第２１号 伊勢原市農業委員会の委員に占める認定農業者等又はこれらに 

        準ずる者の割合を４分の１以上とすることについて 

 農業委員会等に関する法律第８条第５項ただし書及び農業委員会等に関する法

律施行規則第２条第２号の規定により提案するものでございます。 

 続きまして、１９１ページを御覧ください。 

○議案第２２号 市道の廃止について 

 市道を廃止したいので、道路法第１０条第３項の規定により提案するものでご

ざいます。 

 １９２ページ、１９３ページに市道廃止調書、１９４ページから１９６ページ

に市道廃止図を掲載してございます。 

 続きまして、１９７ページを御覧ください。 

○議案第２３号 市道の認定について 

 市道を認定したいので、道路法第８条第２項の規定により提案するものでござ

います。 

 １９８ページ、１９９ページに市道認定調書、２００ページに市道認定図を掲

載してございます。 

 続きまして、報告案件２件につきまして御説明申し上げます。いずれも市長の

専決事項の指定についてに基づき専決処分をいたしましたので、地方自治法の規

定に基づき報告するものでございます。 

 ２０１ページを御覧ください。 

○報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 

 事故の概要は、２０２ページを御覧ください。令和２年１１月１３日に発生い

たしました車両損傷事故に係るものでございます。消防職員が、工事現場内にて

救急活動のため相手方車両の助手席で保護されていた負傷者を搬送した際、搬送

資器材が当該車両のセンターコンソールに接触し、損傷を与えたものでございま

す。本市と相手方の過失割合は市側過失１００％であり、相手方車両修理費に係

る本市賠償額は２万２１９８円となります。なお、本市賠償額につきましては、

保険により補塡されます。 

 次に、２０３ページを御覧ください。 

○報告第２号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 

 事故の概要は、２０４ページを御覧ください。令和２年１２月１０日に発生し
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た車両損傷事故に係るものでございます。 

 教育部職員が、試掘現場の駐車場にて公用車を駐車区画から出庫しようとした

際、車両後部が後進先の駐車区画内に駐車してありました相手方車両左側前方部

と接触し、損傷を与えたものでございます。本市と相手方の過失割合は市側過失

１００％であり、相手方車両修理費に係る本市賠償額は１７万２２０円となりま

す。なお、本市賠償額につきましては、保険により補塡されます。 

 以上で、３月定例会に提出いたします議案等につきましての説明を終了いたし

ます。 

 なお、追加議案といたしまして、任期満了に伴う伊勢原市監査委員の選任及び

伊勢原市農業委員会の委員の任命に係る人事案件２件、また、法律の改正に伴

い、定義規定の整理を行う伊勢原市国民健康保険条例の一部改正に係る専決処分

の報告案件１件の提出を予定してございます。 

 農業委員会の委員につきましては、鈴木雅之氏ほか９名の任期が令和３年３月

３１日をもって満了いたします。また、監査委員につきましては、島和俊氏及び

上原勇司氏の任期が、同じく令和３年３月３１日をもって満了いたします。現

在、調整を進めているところでございますので、御承知おきくださいますようお

願いいたします。 

 以上で、説明を終了いたします。 

○委員長【相馬欣行議員】  ただいま総務部長から説明がありました内容に

ついて、質疑等があればお伺いいたします。（「なし」の声あり） 

 以上で、執行者側の議案説明を終了いたします。 

 次に、議会側処理事項についてを議題とし、事務局から内容を説明いたしま

す。局長。 

○議会事務局長【小林幹夫】  それでは、お配りしてございます、議会運営

委員会・議会側処理事項（２月１２日）を御覧ください。１委員会の審査状況

につきましては、配付いたしました資料のとおりでございまして、１７日の本

会議において、委員長報告の後、質疑、討論、採決を行うものでございます。

２請願・陳情の受理状況につきましては、陳情が２件提出されております。内

容は、配付いたしました資料のとおりでございます。 

○委員長【相馬欣行議員】  次に、議案等の委員会付託についてを議題とし、

事務局から内容を説明いたします。局長。 

○議会事務局長【小林幹夫】  正副委員長と協議の上、付託表の案を３枚作成

し、お配りしてございますので、御覧ください。 

 １枚目の２月１７日分を御覧ください。「承認第１号、専決処分の承認につい

て（令和２年度伊勢原市一般会計補正予算（第１１号））」並びに「議案第１号、

令和２年度伊勢原市一般会計補正予算（第１２号）」の２議案については付託省

略、２件を一括議題といたしまして、初日に質疑、討論、採決をお願いするもの

でございます。 

 次に、２枚目の２月２６日分を御覧ください。市長提出議案第８号から議案第
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２３号までの１６件のうち、議案第１２号については教育福祉常任委員会に付託、

それ以外の１５件については付託省略、陳情は２件で、いずれも教育福祉常任委

員会に付託になります。 

 次に、３枚目の３月５日分を御覧ください。議案第２号から議案第７号までの

令和３年度各会計予算について、一般会計予算は所管部分を各常任委員会に分割

委託、特別会計予算は所管の各常任委員会に付託、議案第７号は産業建設常任委

員会に付託でございます。 

 以上でございます。 

○委員長【相馬欣行議員】  ただいま説明した内容について、質疑等があれば

お伺いいたします。（「なし」の声あり） 

 それでは、お諮りいたします。議案等の委員会付託については、配付した付託

表のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

          （「異議なし」の声あり） 

 

○委員長【相馬欣行議員】  御異議ありませんので、付託表のとおり決定いた

します。 

 次に、会期の決定についてを議題とし、事務局から内容を説明いたします。局

長。 

○議会事務局長【小林幹夫】  会期の決定につきましては、過日原案をお示し

し、御了解をいただいておりますので、その内容に基づいて日程案を作成し、お

配りしてございますので、御覧いただきたいと思います。会期につきましては、

２月１７日から３月２４日までの３６日間でございます。 

・２月１７日 本会議 提案説明 議案審議（承認第１号・議案第１号） 

・２月１９日 総括質疑、一般質問通告期限正午 

・２月２６日 本会議 議案審議 

・３月 ２日 委員会・付託審査 

       （教育福祉常任委員会 午前９時３０分） 

・３月 ３日 委員会 付託審査 

・３月 ５日 本会議 総括質疑 

・３月 ９日 委員会 予算審査 

      （総務常任委員会 午前９時３０分） 

・３月１０日 委員会 予算審査 

      （産業建設常任委員会 午前９時３０分） 

・３月１２日 委員会 予算審査 

      （教育福祉常任委員会 午前９時３０分） 

・３月１８日 本会議 一般質問 

・３月１９日 本会議 一般質問 

・３月２２日 本会議 一般質問 
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・３月２４日 本会議 最終日 

 以上でございます。 

 なお、委員会の付託案件が出てきた場合には、再度協議いたします。 

 以上でございます。 

○委員長【相馬欣行議員】  それでは、お諮りいたします。会期の決定につい

ては、配付した内容のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 

          （「異議なし」の声あり） 

 

○委員長【相馬欣行議員】  御異議ありませんので、配付した内容で、２月 

１７日の本会議において、議長からお諮りいたします。 

 以上をもちまして、本日の議会運営委員会を閉会いたします。お疲れさまでし

た。 

 

午前１０時３３分 閉会 

 

 上記会議録は事実と相違ないので署名する。 

 

 

  令和３年２月１２日 

 

                       議会運営委員会 

                       委員長 相 馬 欣 行  


